
スポーツクラブでうまれる笑顔を大切に

～コミュニティの遊び場『元気もりもりスポーツ教室』～

（ＮＰＯ法人アザックとよさと・滋賀県豊郷町）

メルマガ６月（56号）＜特集＞　クラブの特徴と魅力を考える　　　　　　　　　
子ども（２）

１．もともと行政の事業で、非常に好評だった

　NPO法人アザックとよさとの『元気もりもりスポーツ教室』は、もともと行政主導の事業でした。

スポーツ少年団に入団していない地域の小学生を対象に、夏休み限定でニュースポーツ体験などを

行ったのが始まりです。週に１度開催し、毎回20人以上の参加者が集まる非常に好評な事業でした。

　約３年間教室が続く中、豊郷町においても行政主体から住民主体のスポーツ運営へと移行期を迎え、

総合型地域スポーツクラブ（アザックとよさと）が設立されました。

　アザックとよさとを設立するにあたり、夏休みに限らず、定期的に子ども達にスポーツの場を提供

できる事業として、元気もりもりスポーツ教室をクラブで抱えたいという思いがありました。こうし

て、クラブの教室として『元気もりもりスポーツ教室』が誕生しました。

２．アザックとよさとに『元気もりもりスポーツ教室』を！

魚つかみ

凧揚げ



３．『元気もりもりスポーツ教室』では何をしているの？

　月に１～２回程度、主に町の体育施設を中心に活動しています。スタッフには体育指導委員も

多く、研修会で学んできたスポーツを取り入れるなど、情熱的に取り組み、スポーツをはじめ、

季節に応じた遊びや文化活動などを実施し、多岐にわたり子ども達にプログラムを提供します。

ニュースポーツではキンボールやユニホック、ドッヂビー、最近ではスナックゴルフなど流行の

スポーツを行います。他にも魚つかみやクリスマスケーキ作り、凧揚げ等の季節に応じた遊びや、

文化活動を行う他、山登りやスケートなど、拠点を移し活動する事も少なくありません。

月に一度、新聞の折り込みチラシで募集し、十数人の子ども達が集まります。普段はできない活

動に子ども達も喜んで参加し、子ども達の笑顔がいっぱいの教室として運営されています。

クラブ移行後は、このようにスポーツだけでなく子ども達のコミュニティの場として、遊びの要

素を取り入れながら教室活動を行っています。

（中島太希　滋賀県クラブ育成アドバイザー）

●『アザック』という名前の由来　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
豊郷町の町花である『つつじ』を英語で『Azalea(アザリア)』といいます。つつじ倶楽部を英語にし、
Azalea Club(アザリア クラブ)。これを略したものが『アザック』です。また、もうひとつ「集落(字：
AZA)を繋ぐ(Chain)」という意味もあり、地域連携の思いが込められています。

１．設立　　設立年：平成19年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（特定非営利法人格：平成21年4月取得。取得理由は施設指定管理者の契約を見据えて）

２．地域　　人口：7,354人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　活動拠点：豊郷町民体育館（指定管理者として、体育館、グラウンド、テニスコートを運営管理）

３．クラブ　会 員 数：215名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　予算規模：560万円（クラブ300万、受託助成260万。指定管理料は別。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　年会費はファミリー10,000円、ジュニア3,500円、一般6,500円、シニア4,000円）　
　　　　　　　活動種目：9　　イベント：4　　　　　　　クラブマネジャー：有

４．連 絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　〒529-1174　滋賀県犬上郡豊郷町下枝147　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ＴＥＬ：０７４９－３５－２５５０　ＦＡＸ：０７４９－３５－２９３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　E-mail：azac-toyosato@friend.ocn.ne.jp　　　（ホームページ開設準備中）

【NPO法人アザックとよさと　プロフィール】
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関連リンク：関連リンク：中島太希氏プロフィール　http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/25.html


